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研究課題名：単一 RF コイルを用いた拡散強調画像の特性について 
 
【目的】 
 四肢末梢部の軟部腫瘍および炎症の拡散強調画像を撮像するために、単一 RF コイルを使用した拡散
強調画像の特性を検討した。 
【方法】 
 1.5 テスラ MR 装置にて、2 種類（直径 10 cm，直径 6 cm）の単一 RF コイルを用いて、自作ファン
トムを撮像し検討を行った。撮像シーケンスは、周波数選択型脂肪抑制を付加した広く凡庸性のある
single shot spin-echo EPI で撮像した。撮像パラメータは、TR = 6000 ms、 TE = 80 ms、スライス厚 
= 10 mm、スライス枚数 = 1、撮像マトリクス = 128 x 128、受信バンド幅 = ±128Hz、加算回数 = 10、 
b-factor = 0、 500、1000 sec/mm2とした。また、撮像視野（FOV）はコイル径の 2 倍になるように設
定した（直径 10 cm の場合 10 cm x 10 cm、直径 6 cm の場合 6 cm x 6 cm）。測定値は、10 mm2の関
心領域（region of interest：ROI）を設定し、信号強度を測定し中間値±標準偏差でデータ解析を行っ
た。測定位置は、単一 RF コイル中心部を 0 とし、x 軸、y 軸、ｚ軸方向に 1 cm 毎に測定した。測定は、
MR 装置の解析ツールで行い記録した。  
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 ファントムは、異なる濃度のスクロース溶液を用いて検討を行った。スクロース溶液を 20 - 60 wt% 




①の検討と同様に行った。感度補正の種類は、weak、strong、なしの 3 種類で行った。 
【結果】 
①位置依存性 
 3 種類のファントムとも RF コイル近傍において最も高い SNR を示し、RF コイル内部から中心領域
の x 軸および z 軸方向では変動率 5 % 以内の SNR を保持した。しかし、y 軸方向の SNR は RF コイ
ルから離れていくと変動率が大きくなった。また，b-factor が上がると共に SNR は減少した。さらに、
RF コイルの外側に関して、SNR は総合的に低値となった。 
②均一補正効果 
 3 種類のファントムとも strong で最も RF コイル近傍の信号値の変動率が少なく、y 軸方向の変動率
が大きくなった。また、均一補正がない場合には、10 cm の単一 RF コイルの径において、コイルの中
心部方向で信号強度が低値となった。 
【結論】 




 以上が平成 24 年度の活動報告である。来年度は、新世話人および代表の新体制での活動に期待した
い。 
